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看護業務実態調査 :結果概要
看護師が行う医行為の範囲に関する研究(速報)

(平成22年度厚生労働科学特別研究事業主任研究者防衛医科大学校教授 前原正明)
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I 調査概要                      ヽ

1.調査内容                             ｀

チーム医療推進のための看護業務検討WGにおいて選定された行為 (203項目)につ
いて、以下の内容の調査を実施:回答者は、臨床に従事する医師及び看護師。

◆現在、看護師が実施しているか否か

◆今後、一般の看護師が実施することが可能と考えられるか否か

◆今後t特定看護師 (仮称)制度が創設された場合に、特定看護師 (仮称)‐が実施
‐   することが可能と考えられるか否か

2.調査対象  ヽ                       、

1)対象者 :臨床に従事する医師及び看護師
2)施設        :

施設区分 対象施設数

特定機能病院 83施設

特定機能病院以外の病院 |,648施設

診療所 1,000翻 L雷費

訪間看護ステーシヨン 543施設

合計 3,274施設

施設以外の対象者

その他 対象者数

専門看護師 415人

認定看護師 1:163人

合計 :,578人

3.調査期間
1平成 22年 7月 28日 ～9月 10日

4.調査方法
回答者が Web画面より回答を入力するインタ■ネット調査



Ⅱ 回答状況
1,回答数   8,314人
有効回答数 8,104人    (有 効回答率 97.5%)

2.施設区分別施設数 口回答者数・回答率

施設区分 回答施設数 回答者数 (人 ) 配布者数 (人 ) 回答率

特定機能病院 83施設 2,292(28.3%) (推計)3,598 (推計)63.7%
特定機能病院以外の病院 503施設 4,455(55.0%) (推81)401793 (推計)10.9%
診療所 229施設 253(3.1%) 1,500 16.9%

訪間看護ステーション 169施設 169(2.1%) 543 31.1%

専門看護師 277(3.4%) 415 66.7%

認定看護師 658(8.1%) 1,163 56.6%

合計 984施設 8=104 (100%) (椎計)48=012 (推計)16。 9%

3.施設区分別 0職種別回答者数

4.病床規模別施設数・回答者数 (特定機能病院、特定機能病院以外の病院)

施設区分 回答者数 (人 )
回答者数 (人 )

医師 看護師

特定機能病院 21292(28.3%) 816(33.7%) 1:476(26.0%)

特定機能病院以外の病院 4:455(55.0%) 1!408(58.2%) 3,047(53.6%)

診療所 253 (3.1%) 196 (3.1%) 57 (1.0%)

訪問看護ステーション 169 (2.1%) 169 (3.0%)・

専門看護師 277 (3.4%) 277 (4.9%)

認定看護師 658 (8.1%) 658(11:6%)

合計 8,104 (100%) 2,420(100%) 5:684(100%)

病床規模区分
回答施設数

回答者数 (人 )

医師 看護師

20～ 99床 73 (12.5%) 60  (2.7%) 141 (3.1%)

100～ 199床 107 (18.3%) 109  (4.9%) 311  (6.9%)

200-299床 71 (12.1%) 148  (6.7%) 339 1(7.5%)

300-399床 90 (15.4%) 257 (11.6%) 585 (12.9%)

400～ 499床 55  (9:4%) 201  (9.0%) 446  (9,9%)

500床以上 190 (32.4%) l,449 (65.2%) 2:701 (59,7%)

合計 586  (100%) 2,224  (100%) 41523  (100%)



|.職位別回答者数

6.年齢区分別回答者数

医師 (人 ) 看護師 (人 )

教授 230  (9.5%) 看護部長 99  (1,7%)

准教授 131  (5.4%) 副看護部長 209(3.7%)

講師 153 ( 6.3%) 看護師長 2012(35.4%)

助教 298 (12.3%) 副師長・主任 1,981 (34.9%)

病院長、副院長 188  (フ .8%) リニダー 306  (5.4%)

部長 538 (22:2%) スタッフ看護師 785 (13.8%)

科長 94  (3.9%) その他 292  (5。 1%)

医長 279 (11.5%) 合計 5=684  (100%)

医員 313 (12.0%)

所長 181  (7.5%)

所長以外の医師 15  (0.6%)

合計 2,420  (100%)

年齢区分 医師 (人 ) 看護師 (人 )

～29歳 81  (3.3%) 322  (5,7%)

30～ 39歳 511 (21.1%) 1,562 (27.5%)

40～ 49歳 1898 (37.1%) 2,499 (44.0%)

50歳以上 928 (38.3%) 1,300 (22.9%)

不鮮 2  (0.1%) 1  (0.0%)

合計 2,420 (100% ) 5,684 (1001 )

7.施設区分別・調査内容別回答者数
施設区分 医師 (人 ) 看護師 (人 )

【急性期】 【慢性期】 【急性期】 【慢性期】

特定機能病院 517(37.5%) 299(28.8%) 880(32.0%) 596(20.3%)

特定機能病院以外の病院 863(62.5%) 545(52.4%) 1,680(61.2%) 1,367(46.5%)

診療所 196(18.8%) 57 (1・ 9%)

訪問看護ステーシヨン 169 (5.8%)

専門看饉師 32(1.2%) 245 (8.3%)

認定看護師 155(5.6%) 503(17.1%)

合計 1,380(100り 1,040(:00%) 2,747(100%) 2,937(100%)

急性期 :慢性期の割合 57.096 43,096 48.3% 51.7%



8.診療科等別回答者数
,(訪間看護不テーション、専門看護師、認定看護師を除く)

9.専 門看護師・認定看護師・分野別回答者数

専門看護師 (人 )

急性・重症患者看護 32(11.6%)

がん看護 121(43.7%)

精神看護 26 (9.4%)

地域看護 9 (3.2%)

老人看護 17 (6.1%)

小児看護 20 (7.2%)

母性看護 13 (4.7%)

慢性疾患看護 33 (11.9%)

感染症看護 4  (1.4%)

家族支援 2 (0.7%)

合計 277 (100%)

診療科 医師 (人 ) 看護師 (人 ) 診療科 医師 '(人 ) 看護師 (人〉
消化器外科 234 (9.7%) 382 (8.3%) 救命救急 90 (3.7%) 195(4.3%)

心臓血管外科 180 (7.4%) 161 (3.5%) 小児科 159 (6.6%) 257(5.6%)

呼吸器外科 78 (3.2%) 58 (113%) 麻酔科 200 (8.3%)

その他の外科 287(11:9%) 688(15.0%) 手術部 408(8.9%)
一般内科 69 (2.9%) 312 (6.8%) がん化学療法外来 18 (0.7%) 138(3.0%)

総合内科 30 (1.2%) 98 (2.1%) 訪問看護部門 220(4.8%)

循環器内科 217 (9.0%) 341 (7.4%) その他 49 (%) 92(2.0%)

消化器内科 155 (6.4%) 216 (4.7%) 病院小計 2,224(91.9%) 4,523(98.8%)

呼吸器内科 95 (3.9%) 160 (3.5%) 診療所 (内科) 137● .7%) 28(0.60 %)

血液内科 66 (2.7%) 122 (2.7%) 診療所 (外科 ) 29(1.2%) 12(0.26 %)

その他の内科 221 (9.3%) 370(8.1%) 診療所 (その他) 30(1.2%) 17 (0.37%)

集中治療室 76 (3.1%) 305(6.7%) 診療所小計 196(8.1%) 57 (1.2%)

合計 2,420(100%) 4,580(100%)
′

認定看護師 (人 )

救急看護 53  (8.1%)

集中ケア 56  (8.5%)

手術看護 27  (4.1%)

新生児集中ケア 10  (1.5%)

小児救急看護 9  (l.4%)

皮膚・排泄ケア 144 (21.9%)

緩和ケア 75 (11.4%)

乳がん看護 ll(117%)

がん化学療法看護 41 (6.2%)

がん性・・●痛看護 33 ( 5.0%)

感染管理 109 (16.6%)

糖尿病看護 22  (3.3%)

不妊症看護 9  (1.4%)

透析看護 12  (l・ 8%)

訪問看護 15  (2.3%)

摂食・廉下障害看護 18  (2.7%)

認知症看護 14  (2.1%)

合計 658  (loo%)
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b麟ラインからのll血 93.8' 784ヽ 15.3' 52.4' 18.1, 81.93

EII麟脈諄中による保血 2.04 36.31 0321 17.01 46.21 5581 44.23 6.99 3■ 31

聴朦ラインの機去・圧迫止血 33.0' 12.3, 87.7, 233' 300 2711 72.0ヽ 26.71

・リアージのための検体検査の実施の決定 36.01 64.い 41.1, 58.91 11.9' 47.01

・リアージのための機体検壼綸果の諄輌 41.8' 10.41 31.49 4.2; 03.11 30.91 31.0'

台療効果判定のための検体検査の奥籠の決窯 56.01 434' 10.0ヽ 32.5' 65.61 34.4' 5.0' 28.51

書籠効果判定のための検体検奎輪暴の諄傾 74.71 5.3ヽ 200t 81.■ 1331 231 15.0'

手術前検童の実施の決定 3.50 51.6' 1961 3203 42.41 12.1' 3031

摯繊Xは撮影の案施の決定 44.51 55.51 19.6ヽ 35.9' 40`81 12.5' 札 81

摯綺X帷撮影の日像諄● 76.41 23.61 18.5' 22.11 2.79

,T、 MRl檎査の実籠の決定 113 66.Ol 34.鶴 94h 09.71 30.31 25,0'

〕T,MR:綸査の日像諄● Q7, 87.11 :2.鶴 1041 89101 !10; a9・

儘膨剤使用検壼時の造影‖の投与 81.41 26.91 40.41 59.61 34`8' 24.39

VR時の動麟諄剌.カテーテルll入・薇去の一部実施 6Qll 30.01 α31 82.6; 1714' 2.鍋 1■ 21

饉薇椰的腕繊組音波検姜(残尿潤定臓的)の実施の決定 30.31 60.7う 27.3' 33.41 :0.43 485: 515, 21.01 3Q5n

饉臓椰的膀饒超音波検壺(残朦測定日的)の実施 31.64 60.41 27.41 41.01 14.6' 4011 53.01 23.43 30.5'
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0籠饉●波構壺の奥鮨 50.01 4a島 4.0' 448' 7Q9, 20.11

●●u音波検査の結果の絆● Q3' 73.11 21.鶴 20' 10:鶴 0.4' :0.3
'0.21

曖島脈超音波検螢の実籠の決定 Q61 44.11 10.89 3321 71.9' 20.1' 24:鴨

轟在理音波検書の実施の決定 Q89 53.71 46.31 :19' 3443 06.3 33.21 20.鶴

下舷血管超青餃検査の実鮨の決定 52.1; 47.〔臓 12.8' 64.9 5.31 20.04

隔後下腋働麟ドップラ…検査の察籠の決定 451; 54.鶴 :5.41 51.1' 23.51

12誘導心電口検壼の実鮨の決定 25.7 24.31 75.■ 27.31 30.7, 24.01 70.0, 51,71

:2銹●●電口検壼の実施 63β 78.8' 16.51 60,7, 930' 3011 :3.51

:"銹導●電回線■の綸果の膵輌 52,Ol 48.(n 16.7' 10.51 55.1' 44.9n :8,Ch 20.91

`彙

建検薔〈インフルエンザ・′ロウィルス等)の実施の決定 20.00 71.“ 30.69 31.5' 34.5' 65.51 30.4¬ 3ユ :1

じ彙壼検壼(インフルエンザ・ノロウィルス等)の案施 lQ7: 00.31 60,6' 22.71 46.33 13.2' 01.瞬 5931 224'

E晏建検査〈インフルエンザ・ノロウィルス等 )の帖果の諄輌 a3: 401, 50.91 327' 27.11 55.1' 44.騨 20.41 24.51

籠‖●曇性検董実施の決定 432' 10.7, 32.11 03.3' 36.7, 234;

口出検査の実施の決定 44.3' 55.71 22.9' 32.71 47.1' :4.8n 32.31

“

腱輸壼の軸朦の諄● 538' :47' 20.41 2.31 70.59 20.5' 750 22.01

麟生機学検査奏鮨の決定 432' 53.31 24.:S 32.7: 60.5t 30.5' 10.5' 29.0,

餞生中学検■の実施:スワブ法 01.3' 23.;' 40.61 32.(〕 38.鶴 40.3' 1801

籠枷白中摯魔検●lTOM)奥籠の決定 47.3' 52.劉 17.09 35,1; 2.Ol 04.39 35.a 6.7' 28154

スバイロメトリーの実施の決定 2.2 47.5' 52.勧 20.19 32.5; 59:7' 机 鶴 10.11 30.3

壼■肉圧瀾定。RI門内圧網定実施の決定 Q81 00.01 20.1' 7■ 1' 29・鶴 4.6' 25』 ;

菫■内匡漏定・肛門内圧麟定の実施 48.21 6.鶴 351 03.43 36.鶴 all 20.5'

膀眈内籠瀾定案鮨の決定 a71 0231 37.71 25.3' 00。(n 31.01 ■0

謗騰内饉目定の実施 2Ю l 51.29 40.8' 571 03.91 30.11 8.7' 27.4'

由籠絆輌綸●lAB:/PWV/S'Pl検 ■の実績の決定 m51 49,3 7.31 32.:' 70.働 30    〔n 4.09 25.11

臼籠諄輌崚嶽A3:/PWV/Sppl検書の実施 31.7, 60.39 20.3η 30.5' 30■ヽ 7.5, 2■99

饉薇‖輌検章(AB1/日W/SPPl綸査の綸果の絆僣 34.0' 10.11 24.4' 02.ll 17.働 155'

障害虚綸豪の案籠の決定 44.79 55,33 21.働 50.01 4:.21 10.3' 3Q4'

障害産綸肇の軸暴の絆薔 53.0' 41“ :231 20.19 72.3' 27.71 571 22.01

自下遺影の霙籠の決定 52." 477' 13.Cn 34.71 55.71 37.鍋

自下内授餞検豪の実施の決定 58:39 41,73 10.0' 31.71 32.91 37.l: 32.鶴

自下内観餞検査の実施 75.5' 3.9, 20.6' 81.7, :3.31 1081

曖感●■の実施の決定 53.鶴 46." 33.71 31.61 ユ61 26.01

曖感検査の実施 57.51 42.5' 9.2' 33.3' 32.4' 24.11

晨慮検査の輸桑の
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70.91 20.19 ■31 16.8ヽ 87.3' :1.11

CヽT(活性化繊国時間)の澤定実鮨の決定 37.91 02.11 27.0' 5.0 50.5; 4Q5' 124' 28.11
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隣素投与の開始、中止、投与■の調整の判断 373〔 231' 7691 4271 343' 48諄 1`641 507' 3201

照管カニューレの選択・交換 3401 660: 4001 1234 4424 1351 420'

=成
的気管穿剌II(トラベルバー等)の挿入 710 284' 33 2524 22t 2201

中管チュープの位置田節 (深さの曲整 ) 2411 233・ フG71 3300 430 4041 160 4450

隆口・幡

“

諄管の実施 5601 97, 0021 3081 3531

隆口・経椰挿管チュープの抜管 1001 40o 455t 5451 11“

人工呼吸器モードの設定・変更の判断・実施 373' 102 426t

人工呼吸管理下の饉静管理 305: 203 4041

人工岬吸薔襲羞中のほ者のウイニングスケジュニル作成と実施 4261 5711 502 5441

Jヽ児の人工呼吸器の選択 :HFO対応か否か 68,S 319 7500

lPPV開 始、中止、モード設定 48` 5:04 0● 4301 500 5001

処
置

・
創
幅
処
●

究鵬の築施の決定 1023 8384 13● 500 6004 10■

‖郎洗浄・用書 110 800

暉籠の壊死組織のデプリードマン 731 1251 380 120t 0」 52フ 1

電気議駆 スによる上血(椰籠部 ) 607: 3031 605' 315t

瞥爪処置 (ニッパー、ワイヤーを用いた処置) 330 6701 333: 2341 6350 2291 4071

勝鷹・鶏眼処置 (コーンカッター等用いた処置 ) 330 3,Ot 53" :,Ol

贅下櫻嬌の切闘・排腋 :皮下la綸まで : 6521 34 ol 0711 29' 2001

‖傷の陰圧閥餞僚法の実施 5t121 400' 1261 :301 313

臓剌(非感染網)の餞合:皮下組織まで(手術室外で) 3754 404 3271 7201 131 250t

非感彙創の機合 1皮下組laから筋層まで(手術童外で) 1 7341 2161 301 2304 :431 o04 :351

E療用ホッチキスの使用(手術室外で) 4 47い 37″ 307 2ツ 21

ホ表面前の抜糸・抜釣 3201 174' 22" 470 4:2

助脈ライン確保 1 50 Cr 420 50t 2671

末構静脈11入式静脈カテーテル(P:CC)11入 14171 450

中心nlMカテーテル11入
'2鶴

00' :111 930

中心静脈カテーテル抜去 0 340 600 200' 5701 3,♂

摯管備 管チュープの管理 :洗浄 4001 520 1'21 67」 327 0」 2211

摯管・腱管チュープの入れ替え 0:41 2 1651 cal

臓腱穿劇 (一時的なカテーテル F19置 を含む ) 8021
'38:

o45t

口腔ドレーン抜去(臓睦寡劇後のll`l含 む) 400 50'1 6031 312' 2231

陶餃穿射 002t 1004 00 St

陶腟ドレーン抜去 1101 フ034 2071

陶腱ドレーン低圧,キ絲吸引中の吸引IIの設定・壼要 4041 伊５０

´
402 533 2051 21"

じ壼ドレーン抜去 10 3504 27'1 883
"20

0, 1020

‖卸ドレーン抜去 450 3541 601ヽ

‖師ドレーン短切(カット) 4423 350 043

―時的ベースメーカーJの操作・管理 52ハ 470' 3041 63鶴 991

■時的ベースメーカニJの機去 00" 0051 0381 :en

'CPS等補助鶴暉の管理
・操作 02" |フ 5t 344(

え動派パルーンバンピングチュープのll去 21111 200 05t

1ヽ児のCT・ MR:検 査時の饉静実施の決定 6'4ヽ 3201 2441 8001

小児のCT'MRl検査時の餞静の実施 500ヽ 437' 2001 :52t

小児の讀カテ:讚助脈の輸液路確保 2731 l el 023

命細48移格 :l■饉と洒敗調整 0041 300' 03t 300'

In節穿劇 10t

'521
134 9301

いほ・田ロカテーテルのII入及び抜去の決定 2801 71● 2'71 53」 1001

導隊・留自カテーテルの

'1入

の実施 7021 920 7471

13t在について】

・A(31在■ll師が実施している)すべての回脅0'「この医41為は実詭されていないJを選択した回害を除く.)のうち、12f■ ll師が実施している1を選択した回番の樹含

【今後について

'  (ilt在
について】で、1lfこ の医11為は実施されていないりを選択した回薔者は、1今後について1の回書はしていない)

・0(医師が案議すべき):すべての回害のうち.“ I願獅が実施すべきJを選択した回告の糊含
。C(■饉師が実施可能):すべての回害のうち、薔r■讀獅の実施が可能:一般■ll鱒 ,6「■ll師の実施が可籠119定●IE師 (傾称)Jのどちらかを選択した回各の制含

'0(■ ll師―艘)   |すべての回各のうち、、うr■ IE師の実施が可能i‐触■饉師Jを選択した回書の樹合
・C(1寺定■ll師 (像称) すべての回害のうち、161r■ 饉師の実施が可能■1定書ll“ (仮称)Jを菫択した回書の樹合
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膊ろうのチュープ機去

‐
●貯饉による0●とのリスクlt■も含むtl口 "●補彙する崎蘭をかけたII● l

輛IA刀までの準備〈体位、清毒)

や手籠●線のjE持及び保持〈子情の第一。第二助手)

“晰■による壼審とのリスク共有t含む鰊朝"を 14足 する時間をかけた饉明

:饉籠めのオーダ(一次スクリーニング).検体操取

職鰺・PSAオーダ(,次スクリーニング)

便洒血オーダ(―次スクリーニング)

:視鰺・触船(―次スクリーニング)

投
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用

`現

●につぃて】

・A(現在■饉働が実職している):すべての回各〔1)rこのEl'為は実施されていないJを遭択した国各を鈴く。)のうち.12■■ll郷が実施しているJ綱択した回書の樹合

:今彎について1  (:現在について】で.噸 ,「この■1ラムは実施されていない■週択した国各者は、【今後についてlめ回書はしていない)
・0(E鰤が実施すべ會):すべての回害のうち.⑤「日

"が

実螂すべtJを遭択した回害の出合
,C(■饉鰤が実施コ能):すべての回書のうち.Ora饉鰤の実施が可権

`―
艤●■
"Jr6,r■

諄

“

の寅籠が可籠 11定■眠鰤(薇称)Jのどちらかを選択した回書の相含
・0(■饉

"―

艤) す●ての回書のうち、⑤「■IE"の実施が可鮨:一触着饉
"Jを

選択した日書の‖含
.E(11定看饉● (領神):すべての国各のうち、● r■饉鰤の実議が可構■1定■ll● (領称)Jを選択した回書の出合
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医療処置項目 賣

"'べ
|

■■●II■●■

ll●

“

―艤 % 責

"'べ
0

●IE“
",■
■■

●■

“

=彙

秦
剤

の
選
択

・

〈
臨
時
“
V使

用

下剤(坐菓も含む

'の

選択・使用 7701 5001 2131 3511 6044

1彙 :輌酸剤の選択・使用 020' 2351 203' 541, 1001

:胃 t8腹保ll鋼の選択・使用 2371 444( 5424

択・使用 2351 200' 4'Ol 242 40,( 2101 7001

使 用 3001 30鵠 005。 4501 2301 217'

使 用 20, 03.0ヽ 667R 2131 7700 500
選択・使用 3371 663〔 437= 5,2' 22鶴 775' 5741 201'

選択・使用 3001 4041 2271 500 2221
'7●児)の選択・使用 2951 42伊 38い

1続けもヽれん薬 (′卜児)の選択・使用 5751 20“ 220 4001 3301

インフルエンザ票の選択・使用 5431 2501 302 404t 3333

外用薬の選択・使用 370 2501 フ500 5'♂ 570 :フ 71

HII犠凛材(ドレッシング村)の選択・使用 4441 5001 2971
'34`

931 007' 65」 254
E眠剤の選択・使用 0134 3741 5271 3001 5001 1041

喰精特偶凛の選択・使用 ,751 5001 500 3540 :461

完不安凛の選択・使用 501' 4:“ 220' 1921 :50
ネブライザーの開始、使用栗液の選択 200 2980 200' 200 7401 200
感彙強候時の藁物(ti生剤等)の選択 (全身投与、島所投与等 ) 7200 27:1 078, 322' 2011

鬼曲驚開始時期の決定.壼更時議の決定 703n 2:」

L本的な輸摯(精贅輸液、電解買輸液 474, 52 CI 3401 277( 4021 5001 208: 3:0

藁
器
の
選
択

・
使
用

（
鴨
殊
な
薇
＝
尋

）

肛中濃度モニタリングに対応した抗不整派剤の使用 331 :85: 604〔 30“ 1'31

L学凛法11作用出現時の症状組和の菓11選択、処爾 57昴 4251 344( 2701 4254

抗瘍ll等の皮下漏出時のステロイド薬め選択、局所注射の実格 57,1 フa 3511 5031 03'

戦射線治療による日1作用出現時の外用東の選択 4001 m44 1001 4101

‖作用症状の確認による薬剤の中止、減■.壼■の決定 6004

旧:1家族計口 (還妊 )における低用菫ビル 53121 4604 0鶴 400 5321 40.3t

507。 347: 5011 430' :,Ot 2001

4:Ol :851 3001 2021 ,50t 3'4' 37伊

501 4031 5071 ,21 434: 6241 801

呵露1詔grま際畷踊副躍踊編置毒
た非オピオイド鶴

"鸞

員の選択譜与量・用法甲 530n 450' 355' 640

がんの転移 .漫瀬に伴う苦瘍虚状のための菓対の選択と絆饉 4703 3151 0054

そ

の
他

妨口■饉の必姜性の判断、依頼 13」 473〔 3001 03響 2420

日 の々輌軟、経過の補足説明〈時間をかけた説明) 170 830 40] 3331 50,0 500'

ビヽリテーション(喘下、

"鍛
、連動機籠アップ等)の必要性の判断.依頼 :6壼 2:l「 4211 331( :54 0401 452: 3041

形外44願軍の福動員の法足、注文 425' 5754 :001 45い 54フ | 14o 3000

lE鳳運動鮨尋士への運動指導依籍 2351 3241 44:' 2531 7471 3001

科への F療依頼 6443 3561 210 5084 :7い

‖ 側院へのFttI「 帽II供薔作成(紹介および返13) 201 67● 320' 1000 2211 フ34'

末期ケアを実施してきた患者の死亡薇認 00ヘ 3000 404 6001 2201

サマリー (輌臓全体)の作成 5001 258' 302 540t

。1患者・家族・医療機亭を教育 :50 4451 700 5734

業養士への食事l"導依績(既存の指示内容で) 140 800 401S 354( ,32t 0001 2081

01他の介饉サービスの交施可・不可の判断(リハビリ、自饉・体温など) 200 2431 420' 331( 5371 3271

瞑族薇法・カウンセリングの依細 22, :02' 03J 3:51 815' 304Q

厖知・行動薇法の依頼 3141 6001 21:| 2704 4231

“
1諄知・行動機法の実施・諄優 30,｀ 0101 2121 6251 400
支持的精神療法の実施の決定 3001 力 31

Юl應者の入院と退院の判断 2201 6♂ 4 0041 2231

【現在について】

・A(31在■饉働が実施している)すべての回書〔:IこのEllムは実施されていないJを口択した回害を除く,)のうち、曖f■ II"が実施してしヽるJを選択した回書の出合

【今後について

'  (:理
在について,て、olこのEl,おは実施されていないJを選択した回害者は、【今性について】の回答はしていない)

.0(医師が
=施
すべき),すべての回各のうち、●f医師が実施すべきJを選択した回書の割合

'C(■ ll師が実施可能)すべての回書のうち:'ra饉 師の実施が可能:―艘alE"i●「■懸
"あ
案▲が可籠:11定■■舞(仮称)Jのどちらかを菫択した回書の樹含

・0(■饉師■般)   ,すべての回書のうち、61■ 3E師の実施が可能―餃■ll師 Jを選択した回書の樹合    ヽ
.E(特定■ll師 (傾称) すべての回書のうち、0「■ll鱒の実施が可能 11定書II鰤 (傾称 )Jを選択した回書の樹含



2.全医療処置項目散布図

■「現在」と「今後」に関する回答状況 (医師の回答)

∞ D。 ,製 照 国 甲 う
―

― YVヽ

今後「看護師の実施が可能Jという割合

■「現在」と「今後Jに関する回答状況(看護師回答)
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今後「看護師の実施が可能Jという割合

Ⅲl:【現在について】すべての回答(①「この医行為は実施されていない」を選択した0答を除く。)のうち、
②「看饉師が実施している」を選択した回答の割合

■2:【今後について】すべての回答のうち、⑤「看饉師の実施が可能:看饉師一般J⑥「■饉師の実施が可能:
特定■饉師(仮称)Jのどちらかを選択した回答の割合(ただし|:現在について】で①「この医行おは
実施されていない」を選択した回答者は、【今後について】は回答していない)
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■医師と看護師による回答状況
(現在「看護師が実施している」とぃう回答の割合 *)
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医師の口答

.*す
べ
3鋼畔ま蹴闘鑑聯鑑獣∬督

した回答を除
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■医師と看護師による回答状況
(今後「看護師の実施が可能」という回答の割合 |)
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看
護
師
の
回
答

0
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医師の回答
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ｏ

十すべての回答のうち、159「肴饉師の実施が可能:看順師一般JOr看饉師の実饉が可能:特定書饉飾(仮称)Jのどちらかを
選択した回答の割合(ただし、【現在について】で①「この菫行為は実施されてぃないJを選択した回害者は、
【今後について】は回答していない)
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